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歯科専門学校と日歯学術の現況

常務理事
岡　 㟢　 恵 一 郎

年の初めには予想だにしなかった新型コロナ

ウイルス感染症蔓延の中、皆様いかがお過ごし

でしょうか。日々、衛生器材の不足と感染に対

する不安の中での診療に苦慮されていることと

思います。

このような状況ですので、私が担当させてい

ただいている茨城歯科専門学校・日本歯科医師

会学術委員会も新型コロナウイルス感染症の影

響を受けています。

【専門学校】３月５日（木）卒業式、歯科衛

生士科39名、歯科技工士科８名が卒業。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止対策で入学生・保護

者・学校役職員など限られた人数の出席者、夕

方の謝恩会は中止と、例年とは異なる縮小開催

となりました。その後、３月26日に国家試験の

発表があり、歯科衛生士科現役37名（他既卒１

名）合格、歯科技工士科は８名全員が合格しま

した。大変な社会情勢の中、新年度から医療人

として社会に羽ばたきました。

４月８日（水）には令和２年度の入学式が挙

行され、歯科衛生士科49名、歯科技工士科14名

入学。今回、歯科技工士科入学者数がかなり増

えました。卒業式に続き、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため縮小開催となりました。

授業については令和元年度３月13日〜24日臨

時休校、令和２年度４月７日始業式・８日入学

式にて各学年に「ラッシュアワーと重ならぬよ

う時差登校３時限短縮授業（通常は４時限）」

を伝えました。ところが、同じ４月７日に７都

府県に緊急事態宣言、翌８日に茨城県から「県

民への協力依頼」が発表されました。それを受

け本校も一転４月10日から５月６日まで臨時休

校としました。

休校期間に文部科学省から新型コロナウイル

ス感染防止対策の種々文書が発出され、それを

読み進めていくと「Web授業」ありきの内容で

した。Web授業ができる人的スタッフも予算も

なくどうしたらよいものかと頭を悩ませなが

ら、本会職員と専任でWeb授業を設定できるよ

う準備を進めたところで連休入り。

連休明けには、「Cisco Webex」というWeb

会議システムを使用してWeb授業を開始しまし

た。最近はパソコンを持たずスマホのみの学

生もおり、画面が見えず不利にならぬ配慮、家

にWiFiがない学生は通信量上限対策など、ま

だまだ問題山積です。Web授業では、双方向で

学生全員の顔が映ります。何度か様子を見るた

め参加しましたが、普段の授業よりも緊張した

面持ちに見えます。歯科医療を学ぶためには、

診療現場を見て学ぶ衛生士科の実習、そして技
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工士科では種々制作物を完成させる実習が必要

です。すべてをWeb授業で完結することは困難

で、新型コロナウイルス感染症の収束を心待ち

にしています。

【日歯学術委員会】日本歯科医師会学術委員

会においても、新型コロナウイルス感染症に対

し種々対策をしております。その中で現在学術

委員会が関与するのは「歯科医師がPCR検査を

行う際の研修」と「日歯生涯研修事業」です。

４月26日「PCR検査に係る人材に関する懇

談会」で歯科医師によるPCR検査実施について

検討されました。内容には種々条件があります

が、歯科医師がPCR検査を行う際には事前に研

修を受けることが明記されました。研修に関す

る内容は厚生労働省と委託された有識者が責任

を持って作成します。その後、日本歯科医師会

がEシステム内に収載し教材を提供、研修修了

証を発行します。大学勤務者や病院歯科の歯科

医師には日本歯科医師会非会員もいますが、こ

の教材に関しては特別にEシステムを使用でき

るようにします。PCR検査を行わない日歯会員

も、新型コロナウイルス感染症やPCR検査につ

いての知識を得るためEラーニング研修を受講

できます。また、e-learning研修単位も取得でき

ます。

また、全国に発令された非常事態宣言が解除

された後、我々が会場に集合し参加する学術講

演会や学会がこれまで同様に開催できるように

なるまでにどれくらいの期間を要するか現時点

ではわかりません。４月に開始したばかりの令

和２・３年度日歯生涯研修事業では、「日本歯

科医師会生涯研修総合認定医」取得のためには

生涯研修セミナーライブ研修単位や、日本歯科

医学会専門分科会・認定分科会の学会・茨城

県歯科医学会などに参加し取得する特別研修単

位を取得する必要があります。現在、多くの学

会がWeb開催など新たな形態に移行し、特別研

修単位が取得しにくくなっています。さらに、

今年度の日歯生涯研修セミナーも開催できるか

わかりません。現時点で、６月の大阪会場は延

期となっています。先生方には３月に新・実施

要領をお届けしたばかりですが、現在、日歯生

涯研修「修了」・「総合認定医」取得要件を改

変しています。確定後、できるだけ早くお知

らせできればと考えています。Eシステム内の

e-learning研修や、新たに「自宅でセミナーを

Web受講する」受講研修を新設、これらのみで

修了・認定医を取得できるよう検討中ですの

で、改変される実施要領をぜひご覧いただけれ

ば幸いです。

専門学校のWeb授業で使用している「Cisco 

Webex」は平成31年度に日本歯科医師会から各

都道府県歯科医師会にそれぞれ１ユーザーID

配布されました。元々は生涯研修セミナーをサ

テライト会場に配信することが目的でしたが、

当時から各種会議や災害時の災害対策会議など

に活用できると想定しての導入でした。日本歯

科医師会では、新型コロナウイルス感染症蔓延

後、理事会・都道府県会長会議・各種委員会で

活用されています。このような経緯からWeb会

議システムを多少経験し、専門学校でのWeb授

業にも活かせたと思います。本年５月現在、米

国・日本ともにWeb会議システムではZoomが

最もシェアを獲得しているようですが、無料ID

ではZoomは40分の時間制限があるのに対し、

Cisco Webexは無料IDでも時間制限がありませ

ん。各地区歯科医師会の講演会Web配信や理事

会・委員会活動に有用かと思います。

新型コロナウイルス感染症の早期の終息を願

うばかりですが、当分は共存していくこととな
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りそうです。会員の皆様には、まずはご自身や

スタッフの健康を守り、さらに国民の口腔そし

て全身の健康を守るためご活躍いただきますよ

うお願い申し上げます。
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今般、旭日小綬章受章の栄に浴しました事は、

誠に身に余る光栄に感じますと共に、これまで私

を支えてくださった理事の先生をはじめとする会

員の先生方に心より感謝申し上げます。

平成26年、口腔センターのいままでの運営に対す

る不適切さを県から指摘され、我々の弁明も理解

されずに不適切運営と断を下され、その後の公益

社団法人としての茨城県歯科医師会の苦難が少な

からず生じてしまいました。当然茨城県歯科医師

会に対する叙勲の見送りにも影響を与えたと感じ

ております。

これに対して、弁明するのではなく、毅然とし

た態度で茨城県歯科医師会の立場を主張し、県民

の健康維持のために努力、理解して頂く事に邁進

し、貢献することによって歯科医師会の存在価値

を高める事が会員のためと考え、今まで以上に積

極的に行政に係わり、意見を述べることに努力し

て参りました。

超高齢社会の到来をきっかけとして、茨城県歯

科医師会会員の努力もあり、お口の健康の大切さ

が全身の健康につながる事を機会あるごとに行

政、県民の皆様に訴えて参りました。

苦節10年と申しますが、歯科医療に対する県民

の関心が高まってきたこと、そして強い歯科医師

会となり、私の求めていた歯科医師のステータス

が徐々に得られてきたことは本当にうれしく思っ

ております。結果として令和２年の叙勲が旭日小

綬章として認められたと感じております。これは

さきほども申し上げました通り、理事、会員の先

生方の努力に対しての受章と感じております。

さて、この会長在任の10年間を見てみますと、

大きな災害に始まって、大きな災害で終わってし

まうという感が致します。

会長に就任した年は、忘れもしない2011年３

月11日に100年に１回と言われた未曾有の東日本

大震災が起こり、その対策に頭を悩ませた年でも

ありました。その時は早めに理事候補を決めさせ

て頂いたのが功を奏し、難局にあっても比較的ス

ムーズに事が運びました。３月11日までに理事の

選定がなされなかったら、と思うと今でもぞっと

いたします。まだ代議員会での承認は得られてい

なかったにも関わらず理事候補全員が一丸となっ

て、この大震災に対処して頂いた事、そして第１

回理事会に集まって頂いた時にはすでに１年以上

もお付き合いをしている錯覚すら覚える感がいた

しました。この時ほど、出会いの大切さ、お互い

の信頼の大切さを感じたことはありません。

この機会があって、理事の先生方の結束は強く

なり、一丸となって茨城県歯科医師会の発展のた

めにご尽力頂きました。結果、今の茨城県歯科医

茨城県歯科医師会　　　　　　　
会長　森　永　和　男

旭日小綬章を拝受して

令和２年春の叙勲において、県歯科医師会会長森永和男先生が旭日小綬章を受章されました。
森永先生からのコメントを紹介いたします。

茨歯会報4

2020.6



師会があると思うと感無量であります。

当時はまだ、歯科医療は「痛ければ治す」とい

う完結型医療でしたが、この概念を変えなければ

いけないと考え続けて参りました。その後、高齢

化が進むにつれて、一層歯科医療はこれで良いの

かと言う疑念を持ち、口腔ケアを含む「口腔健康

管理」こそ歯科医療の努めと考え、「生活を支え

る医療」に重きをおき、行政、県民の皆さんに訴

えて参りました。結果として、少なからず県民の

健康に寄与し、超高齢社会に対する「楽しい老後

の生活」を育むための一助になってきたこと、ま

た「噛むことは生きること、生きることは噛むこ

と」の概念が少しずつ県民に浸透してきているこ

とへの実感が出てきたことはうれしく思います。

ただ、会長の集大成として、この受章を機に

執行残り１年間を更なる飛躍を考えておりま

したが、今年の２月から新型コロナウイルス

（COVID-19）感染が蔓延し、世界を席巻してし

まいました。これに対する対策を考えなければな

りませんが、これからはいかに新型コロナウイル

スと共生を図るか、またこのピンチをチャンスに

変えられるかが試されております。

今回の新型コロナウイルス感染で痛感させられ

たのが、WEB会議をはじめとするIT活用の必要

性です。IT活用による東京一極集中型から地方へ

の分散、歯科医師会でもそれぞれの都道府県歯科

医師会のあり方の変化、このようなグローバル化

した世界に対応していかなければならない事を痛

感しております。同時にこれを契機に世代交代の

必要性も感じたところであります。これからは新

しい感覚での歯科医師会の再出発を願っておりま

す。茨城県歯科医師会もアナログからIT時代への

スムーズな転換を図って参りたいと考えておりま

す。

ここで考えることは古きものを大切にしながら

新しいものへの挑戦だと思います。まさに「温故

知新」、すなわち茨城県歯科医師会という伝統に

立った上での変革をしなければなりません。残り

の時間を有効に会員のために一層努力を重ね精進

して参りたいと思っております。

本当にありがとうございました。
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第１回理事会

日　時　令和２年４月16日（木）16時

場　所　茨城県歯科医師会館会議室（Web会議）

報告者　柴岡　永子

１．開　　会

２．会長挨拶

３．連盟報告

４．報　　告

（1）一般会務報告

（2）退会について

（3）開業予定の歯科医院について

（4）疾病共済の支払について

土浦石岡地区　１名　22日間

珂北地区　　　１名　15日間

県西地区　　　１名　45日間

（5）平成31（2019）年度県委託事業・補助事

業について

（6）令和２年度親と子のよい歯のコンクールに

ついて

（7）事業補助実績報告【土浦石岡歯科医師会】

（8）令和２年度「ダメ｡ゼッタイ」国連支援募

金運動の協賛について【茨城県】

（9）令和２年度「ダメ｡ゼッタイ」普及運動の

後援について【茨城県】

（10）委員会報告

広報委員会、地域保健委員会、

社会保険委員会、専門学校

５．協議事項

（1）入会申込みの受理について

世良田紀幸先生　　　西南地区　　　２種

　　　　　　　　　　日歯大卒　　　承認

（2）第168回定時代議員会の開催について

（案）

承認

（3）令和２年度表彰事業について

承認

（4）日本小児歯科学会第35回関東地方会の取手

市開催支援のための広報（折込チラシ）の減

免について

免除で承認

（5）その他

①�新型コロナ感染症対策本部を事務局に設

置し、連携、協力し対応を図ることとする

②�各委員会主催の講習会中止に関する件に

ついては各委員会に一任することとする
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○行事予定について

　　５月21日（木）

　　　10時から　第１回備品等監査

　　　14時から　第１回業務会計監査

　　　16時から　第２回理事会

　　６月４日（木）

　　　15時から　議事運営特別委員会

　　　16時から　第３回理事会

　　６月24日（水）

　　　14時から　第168回定時代議員会

茨歯会報 7

611



　４月１６日	 　第１回理事会をWEB会議として開催。入会申込みの受理、第168回定時代議員会の開催

（案）、令和２年度表彰事業、日本小児歯科学会第35回関東地方会の取手市開催支援のため

の広報（折込チラシ）の減免について協議を行った。

	 　出席者　森永会長ほか19名

　４月２１日	 　第３回県新型コロナウイルス感染症対策協議会がWEB会議として開催され、分科会の審

議報告ほかについて協議が行われた。

	 　出席者　森永会長ほか１名

　４月２３日	 　第１回医療管理委員会をWEB会議として開催。今年度の委員会としての事業、各種助成

金、新型コロナウイルス感染防止について協議を行った。

	 　出席者　大字医療管理部長ほか10名

　４月２６日	 　第２回医療管理委員会をWEB会議として開催。助成金と感染防止について協議を行っ

た。

	 　出席者　大字医療管理部長ほか９名

　４月２６日	 　第１回学校歯科委員会をWEB会議として開催。第71回関東信越静学校保健大会・歯科職

域部会、第84回全国学校歯科保健研究大会について協議を行った。

	 　出席者　鶴屋学校歯科部長ほか10名

　４月２８日	 　都道府県歯科医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会がWEB会議として開

催され、各７地区の状況ほかについて協議が行われた。

	 　出席者　森永会長ほか２名

　５月１３日	 　第２回社会保険正副委員長会議を開催。第１回委員会《WEB会議》、疑義、広域連合と

の会談、審査、理事会、初診料の注１の施設基準届出の変更、次回委員会開催方法について

協議を行った。 

	 　出席者　征矢副会長ほか４名

　５月１３日	 　第２回社会保険委員会をWEB会議として開催。疑義、次回委員会開催方法について協議

を行った。

	 　出席者　征矢副会長ほか21名

　５月１４日	 　第１回地域保健委員会をWEB会議として開催。今年度の事業計画について協議を行っ

た。

	 　出席者　北見地域保健部長ほか10名
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【令和２年度　入学式挙行】　　　

４月８日（水）午前10時から茨城県歯科医師会

館講堂において、茨城歯科専門学校の入学式が、

歯科衛生士科49名、歯科技工士科14名（うち女子

９名）の新入生を迎え、挙行されました。今回は、

新型コロナウイルスの感染予防のため規模を縮小

し、新入生・保護者の他、特待生被表彰者・役員・

教職員のみで行われました。

式は、岡﨑恵一郎副校長の司会により進められ

ました。校歌演奏に続き小澤永久、野口知彦両科

教務副部長が入学生の氏名点呼を行い、征矢亘校

長が入学許可を宣言されました。

その後、森永和男名誉校長より「入学された皆

さんは、これからの学校生活のなかで大きな目標

を作っていただきたい。目標を立てて自分のしっ

かりとした考え方をもって進めば苦難があっても

必ず道は開けます。全員が国家試験に合格し、夢

に向かって社会人として羽ばたいてください。」と

訓辞を述べられました。

式辞は征矢亘校長が「皆さんのこれからの学生

生活は、毎日が初めて出会う専門的な知識や技術

の修得を中心としたものになります。戸惑いや悩

み・苦しみを伴うこともあろうかとは思いますが、

これから社会で医療人として生きていくために一

つひとつを乗り越えていってください。そして、

歯科衛生士・歯科技工士としての国家資格の免許

を取得され、歯科医療の向上と地域社会に貢献さ

れますことを念願致します。」と述べられました。

このあと、入学生代表の村山珠里奈さん（歯科

技工士科）が「学則を守り、学生の本分に従って

学業に精励します。」と誓いの詞を述べました。

次いで、令和２年度特待生の表彰が行われました。

◇歯科衛生士科２年

　　　大武千夏さん

◇歯科衛生士科３年

　　　岩渕未夢加さん

式辞を述べる征矢学校長

誓いの詞を述べる村山さん
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◇歯科技工士科２年

　　　小田部留唯さん

以上両科の３名に対して学校長から認定証書と

ともに褒賞金が授与されました。

入学生は記念撮影のあと、まだ緊張のとけない

様子で各科教室へ移動し、これからの学校生活に

ついての説明を受けました。

また、保護者の方々には懇談会が設けられ、教

職員の紹介、教育方針、年間の予定、国家試験に

向けての対策、家庭との連携などについて説明が

なされ、質疑応答を交えて相互の理解を深めまし

た。

（文責　川崎）
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みんなの写真館写真募集！！
このページには皆さんからの写真を掲載できま
す。表紙写真に関連した写真、ご自宅の古いアル
バムに埋もれた写真などをお送り下さい。

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）地　　区

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

115
148
156
73
103
179
134
174
155
105
4

1,346

＋3
±1
－1

－1
＋1
±1
－1
＋1

1,152名
70名
120名
4名

1,346名

令和２年４月30日現在
（社）鹿行歯科医師会　出久根 亮一
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